
 

 

 

 

 

 

 
 

 

宮城第一信用金庫では、仙台市立小松島小学校（令和 6年 6月 26 日）、仙台市立大野

田小学校（令和 6年 6 月 27 日）から校外学習の一環として、当金庫の各支店に児童の

皆さんにお越しいただきました。 

 

小松島小学校では「総合的な学習の時間」

の一環で小松島の歴史や特色、魅力などを

調べる学習を行っております。小松島支店

に４学年の児童６名にお越しいただき、職

員の働いている様子の見学やインタビュー

などが行われました。体験として現金を扱

っている機械の見学、模擬紙幣の１億円（１

万円札１万枚、重さ約１０Ｋｇ）を見てい

ただき、大きさや重さに驚かれていました。 

 

大野田小学校では「生活科」の一環で地域の良さや地域で働く人々の思いを知るねらい

で町探検を行っております。大野田支店に２学年の児童１９名（４グループ）にお越し

いただきました。模擬紙幣の１億円の実物見学や営業室・金庫室の見学、お金に関する

クイズなどを出させていただきました。渉外担当へのインタビューも行われ、児童の皆

さんには楽しんでいただくことが出来たと感じております。 

当金庫では、今後もこのような学校の職場体験学習への協力のほ

か、様々な地域貢献活動を推進してまいります。 

 

 
 

【小松島小学校の体験の様子】 

【小松島小学校：１億円の実物見学】 


